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令和５年２月１日

市民の皆様のご健勝とご多幸を市民の皆様のご健勝とご多幸を
お祈り申し上げますお祈り申し上げます
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月
に
は
産
業
団
地
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
国
内
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
確
認
さ
れ

て
か
ら
３
年
、
こ
の
よ
う
に
、
よ

う
や
く
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き

た
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

市
民
お
一
人
お
ひ
と
り
の
御
理
解

と
御
協
力
の
賜
物
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
、
現
在
第
８
波

の
中
に
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
油

断
で
き
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
国
・
県
・
地
域
一
体
と
な
っ

て
感
染
対
策
と
地
域
経
済
浮
揚

の
両
立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

日
々
の
体
調
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
市
の
健
康
診
断
を
一
人
で
も

多
く
の
方
々
が
受
診
さ
れ
、
全
て

の
市
民
の
皆
様
が
心
身
と
も
に
生

き
生
き
と
健
康
的
で
元
気
に
暮
ら

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
も
２
年
目
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
前
向
き
な
議
論
を
重

ね
て
、
市
民
の
皆
様
の
期
待
と
要

望
に
応
え
て
ま
い
り
た
い
と
、
さ

ら
に
強
く
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
御
健

勝
と
安
心
・
安
全
な
水
俣
市
を
目

指
し
、
議
員
全
員
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
穏
や
か
な
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
２
月
24
日
の
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
開
始
以
来
、

世
界
の
食
糧
庫
と
い
え
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
攻
撃
は
、
世
界
の
食
の

安
全
保
障
に
も
深
刻
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
も
相
ま
っ
て
物
価
高
が
続

き
、
地
域
の
経
済
・
文
化
・
日
常

生
活
は
長
期
に
及
ぶ
制
約
を
受
け

て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
水
俣
市
で
は
３
年
ぶ

り
に
実
施
さ
れ
る
事
業
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
５
月
に
水
俣
病
犠
牲

者
慰
霊
式
、
恋
龍
祭
、
花
火
大
会
、

７
月
に
競
り
舟
大
会
、
10
月
に
は

全
日
本
Ｓ
Ｕ
Ｐ
選
手
権
大
会
、
11

　

日
頃
よ
り
、
水
俣
市
議
会
の
活

動
に
対
し
ま
し
て
、
御
理
解
と
御

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与

え
始
め
て
か
ら
、
は
や
３
年
が
経

ち
ま
し
た
。
市
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
た
め
奮
闘
努
力
を
続
け
て

こ
ら
れ
た
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
皆
様
に
は
心
か
ら
感
謝
の

意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
生
活
ス

タ
イ
ル
が
急
激
に
変
化
す
る
中
で
、

厳
し
い
事
業
経
営
を
強
い
ら
れ
て

い
る
事
業
者
の
皆
様
に
は
、
心
か

ら
の
労
い
の
言
葉
を
贈
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
今
後
も
、
市
民
の

方
々
に
寄
り
添
い
、
命
と
暮
ら
し

を
守
る
た
め
に
議
員
一
同
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
熊
本
出
身
の
村
上
宗
隆

選
手
が
日
本
人
選
手
最
多
と
な
る

シ
ー
ズ
ン
56
本
塁
打
を
放
ち
、
史

上
最
年
少
で
三
冠
王
に
輝
い
た
り
、

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
、

熊
本
出
身
の
谷
口
彰
悟
選
手
も
活

躍
し
た
日
本
代
表
が
二
大
会
連
続

で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し

ま
し
た
。
地
元
水
俣
で
も
、
Ｓ
Ｕ

Ｐ
の
世
界
大
会
で
島
津
成
彰
さ
ん

が
銀
メ
ダ
ル
に
輝
き
、
カ
ヌ
ー
の

全
国
大
会
で
優
勝
し
た
大
澤
風
季

さ
ん
や
、
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅

伝
大
会
に
出
場
し
た
溝
上
加
菜
さ

ん
ら
の
活
躍
は
、
暗
い
話
題
の
多

か
っ
た
私
た
ち
に
勇
気
と
元
気
を

与
え
て
い
た
だ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
の

持
つ
力
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
い
う
新

し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
を
模
索
し
な

が
ら
、
道
の
駅
み
な
ま
た
「
ミ
ナ

マ
ー
タ
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
や
好
評
を
博
し
て
い
る
和
紅

茶
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
な
ど
関
係
者

の
御
努
力
に
よ
っ
て
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

さ
ら
に
市
民
の
皆
様
に
賑
わ
い
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
議

会
と
し
て
も
応
援
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
一

つ
で
も
多
く
の
幸
せ
を
実
感
で
き

る
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
御
祈

念
申
し
上
げ
、
御
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

水
俣
市
議
会
議
長

牧
下　

恭
之

水
俣
市
議
会
副
議
長

谷
口　

明
弘

市民の皆様が心身ともに健康的で市民の皆様が心身ともに健康的で
元気に暮らせる一年を元気に暮らせる一年を
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12月定例会の報告12月定例会の報告
専決処分により承認された補正予算専決処分により承認された補正予算
【会計別補正予算】 （千円）

会計名 補正額 補正後の額

一般会計（第９号） 246，836 15，856，017

一般会計（第10号） 282，056 16，138，073

病院事業（収益的収入） 20，657 7，659，902

病院事業（資本的収入） 18，342 628，537

 

総
務
産
業
委
員
会 

●
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

 

２
億
４
０
０
０
万
円

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
、
一
世

帯
当
た
り
５
万
円
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

●
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
購
入
費

 

２
９
５
１
万
円

　

市
職
員
及
び
議
員
が
使
用
す
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
導
入
し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
推

進
、
会
議
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
図
る
も

の
で
す
。

●
物
価
高
騰
対
策
事
業
補
助
金

 
２
３
６
３
万
円

　

農
業
者
の
事
業
継
続
と
経
営
安
定
化
の
た

め
の
支
援
に
か
か
る
も
の
で
す
。

主

な

補

正

主

な

補

正

●
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委
託
料

 

６
１
５
６
万
円

　

市
内
事
業
者
の
支
援
を
目
的
に
、
市
内
の

対
象
店
舗
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
利
用

し
た
場
合
、
最
大
30
％
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
か
か
る
も
の
で
す
。

 

厚
生
文
教
委
員
会 

●
非
課
税
世
帯
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
金

４
８
０
０
万
円

　

物
価
高
騰
に
伴
い
、
国
か
ら
５
万
円
の

給
付
を
受
け
た
世
帯
へ
市
独
自
に
１
万
円

を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
補
助
金

２
７
０
万
円

　

放
課
後
学
童
ク
ラ
ブ
に
対
し
、
マ
ス
ク
、

消
毒
液
、
空
気
清
浄
機
購
入
等
と
併
せ
て

感
染
予
防
に
関
す
る
職
員
の
負
担
増
に
か

か
る
経
費
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

●
接
種
体
制
確
保
事
務
委
託
料
及
び
予
防
接
種
委
託
料

４
２
８
８
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
か
か
る
も
の
で
す
。

●
病
院
事
業
会
計
負
担
金

３
８
９
９
万
円

　

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
患
者
対
応
設
備
等
の
機
材

購
入
に
か
か
る
も
の
で
す
。

●
文
教
施
設
補
修
工
事

１
２
７
９
万
円

　

台
風
14
号
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
徳
冨

蘇
峰
・
蘆
花
生
家
の
補
修
工
事
に
か
か
る

も
の
で
す
。

可決された補正予算・条例など可決された補正予算・条例など
【会計別補正予算】 （千円）

会計名 補正額 補正後の額
一般会計（第11号） 6，934 16，145，007
一般会計（第12号） 334，981 16，479，988
一般会計（第13号） 78，518 16，558，506
国民健康保険 740 3，771，378
後期高齢者医療 △888 463，572
介護保険 467 3，986，437
病院事業（収益的支出） 31，905 7，654，154
病院事業（資本的支出） 112 1，130，203
水道事業（収益的支出） 595 406，986
水道事業（資本的支出） 38 246，700
公共下水道事業（収益的収入） 696 904，417
公共下水道事業（収益的支出） 696 904，417
公共下水道事業（資本的収入） 67 548，548
公共下水道事業（資本的支出） 67 859，910

 

総
務
産
業
委
員
会 

●
水
俣
市
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例

　

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
の
改
正

に
よ
り
、
法
律
の
規
定
が
直
接
地
方
公
共

団
体
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
制
定
す

る
も
の
で
す
。

条
例
の
制
定

条
例
の
制
定
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タブレットの使用に係る通信料の負担について

会派 真志会
自由民主党
自民会派

無限21
日本
共産党

市政創造
クラブ

結果

議
員
名

小
路　

貴
紀

桑
原　

一
知

松
本　

和
幸

岩
村　

龍
男

藤
本　

寿
子

高
岡　

朱
美

岩
阪　

雅
文

公費負担１/２
議員負担１/２
とすることに
決定　　　　

賛否 〇賛 〇賛 〇賛 委員長 〇賛 〇賛 □否
（賛成意見）

●市の財政状況を勘案すると、半分は議員で負担するほうが市民の理解も得やすい。
●外部に持ち出す可能性もあり、公務と政務含めて使いやすい環境を整えるためには、通信料の議員負担は当
然するべきである。

●使用の全てが公務と関係があると説明するのは難しいところがあるため、政務活動費や私費で負担すること
で、柔軟な使い方ができるという考え方もある。

（反対意見）

●公務でしか使用しないため、全額公費でよい。

議会運営委員会の採択結果

 
総
務
産
業
委
員
会 

●
熊
本
県
営
業
時
間
短
縮
要
請
協
力
金
事
業
負
担
金

 

２
３
４
５
万
円

●
誘
致
企
業
立
地
促
進
補
助
金

５
０
０
０
万
円

●
橋
り
ょ
う
測
量
設
計
業
務
委
託
料

７
５
１
７
万
円

　

幸
橋
の
架
け
替
え
に
関
し
て
の
測
量
設
計
業

務
に
か
か
る
も
の
で
す
。

●
生
活
支
援
に
係
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得

促
進
給
付
金

５
７
５
０
万
円

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
有
し
、
公
金
受

取
口
座
を
登
録
し
た
市
民
へ
の
給
付
金
、
一
人

当
た
り
５
千
円
に
か
か
る
も
の
で
す
。

 

厚
生
文
教
委
員
会 

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
委
託
料

１
６
１
万
円

●
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金

１
８
１
５
万
円

　

一
定
の
条
件
の
下
、
今
年
度
４
月
以
降
に
妊

娠
届
及
び
出
生
届
を
提
出
さ
れ
た
全
て
の
方
へ

の
交
付
金
、
子
ど
も
一
人
当
た
り
各
５
万
円

（
合
計
10
万
円
）
に
か
か
る
も
の
で
す
。

●
送
迎
バ
ス
安
全
対
策
事
業
補
助
金

７
２
万
円

　

送
迎
バ
ス
置
き
去
り
事
件
を
受
け
て
、
送
迎

用
バ
ス
を
所
有
す
る
市
内
４
か
所
の
こ
ど
も
園

に
対
し
、
バ
ス
安
全
装
置
の
設
置
費
用
を
補
助

す
る
も
の
で
す
。

 

総
務
産
業
委
員
会 

●
生
態
系
に
配
慮
し
た
渚
造
成
整
備
（
護
岸
そ
の

４
）
工
事

　

護
岸
設
置
工
事
の
数
量
の
変
更
が
生
じ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

契
約
金
額
（
変
更
前
）
４
億
５
１
０
０
万
円

　
　
　
　

（
変
更
後
）
４
億
２
３
０
万
円

 

厚
生
文
教
委
員
会 

●
陳
第
３
号　

ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・
教
職
員

定
数
改
善
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
２
３
年
度

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
要
請
の
陳
情

に
つ
い
て

（
不
採
択
）

 

総
務
産
業
委
員
会 

●
請
第
１
号　

「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施

延
期
を
求
め
る
意
見
書
」
を
政
府
に
送
付
を
求
め
る

請
願
に
つ
い
て

（
継
続
審
査
）

●
請
第
２
号　

「
消
費
税
率
５
％
以
下
へ
の
引
き
下

げ
を
求
め
る
意
見
書
」
を
政
府
に
送
付
を
求
め
る
請

願
に
つ
い
て

（
不
採
択
）

工
事
請
負
契
約
の
変
更

工
事
請
負
契
約
の
変
更

陳

情

陳

情

請

願

請

願

主

な

補

正

主

な

補

正
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議案の審議結果

会派 真志会
自由民主党
自民会派

無限21
日本
共産党

市政創造
クラブ

公
明
党

結　
　

果
議
員
名

真
野　

頼
隆

木
戸　

理
江

小
路　

貴
紀

桑
原　

一
知

谷
口　

明
弘

松
本　

和
幸

岩
村　

龍
男

田
口　

憲
雄

田
中　

睦　

杉
迫　

一
樹

藤
本　

寿
子

高
岡　

朱
美

平
岡　

朱　

岩
阪　

雅
文

渕
上　

茂
樹

牧
下　

恭
之

賛否 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 □否 □否 □否 〇賛 〇賛 議長 原案
可決

議第99号
令和４年度水俣
市一般会計補正
予算（第13号）

（反対討論）
●本補正予算にはマイナンバーカードを銀行口座にひもづければ５千円を贈呈する5,750万円の
事業費が計上されている。そもそもマイナンバーカードの取得は任意である。にもかかわら
ず、国に都合のよい選択をした者のみに税金が原資となっている現金を配るのは不公平であ
り、同意できない。

（賛成討論）
●議第99号には、電力・ガス・食料等の価格高騰により、低所得世帯に対し１世帯当たり５万
円を支給する給付金事業。妊娠時から出産・子育てまで支援する交付金事業。子ども達の送
迎用バスに置き去りを防止する安全装置導入費用の補助などが含まれており、市民の安心・
安全を守るため速やかに可決することが責務であり賛成である。

賛否 □否 □否 □否 □否 □否 □否 □否 □否 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 □否 □否 議長 不採択

請第２号
「消費税率５％
以下への引き下
げを求める意見
書」を政府に送
付を求める請願
について

（賛成討論）
●消費税は低所得者ほど収入に占める割合が多い逆進性のある税制度であり、5％に引き下げ
れば、今一番苦しい低所得者には即効性かつ恒久的な物価高騰対策になる。また、消費増税
が景気を落ち込ませてきたことは実証されており、景気回復には逆のことをすればよい。そ
もそも社会的弱者のためにある社会保障の財源に消費税を充てるのは本末転倒で、ふさわし
い税源に代替すべきだ。

賛否 □否 □否 □否 □否 □否 □否 □否 □否 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 議長 不採択

陳第３号
ゆたかな学びの
実現・教職員定
数改善をはかる
ための、2023年
度政府予算に係
る意見書採択の
要請の陳情につ
いて

（賛成討論）
●少人数学級は、子ども一人ひとりに目が届きやすくなり、教員の負担軽減にもつながるため
小学校だけにとどまらず、中学校・高等学校へも早急に引き上げられることが望まれる。子
どもたちのゆたかな学びのためにも加配教員の増員や教職員定数の改善は不可欠であると考
え本陳情には賛成である。

●子どもたちのゆたかな学びを実現するための条件整備を求めるもので、先生本来の仕事であ
る授業の準備や子どもと向き合う時間の確保が、ゆたかな学びの保障になる。文科省が進め
ようとしていることを地方議会が後押しすることが必要だ。

賛否 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 □否 □否 退席 □否 □否 □否 □否 議長 採択

発言取り消しを
求める動議

（反対討論）
●「議員必携」は、議会の発言取り消しに値することとして「事実に基づかないこと」、「議会
を侮辱する発言」、「プライバシーを侵害するもの」を挙げているが、今回の発言はいずれに
も該当していない。数の力をもって必要以上に議員の言論を封じるものは「言論の府」と言
われる議会の在り方として言語道断である。

●確かに国は軍事費と表現しておらず、敵基地攻撃能力、反撃能力と言い換えられてはいるが
これは正に軍事路線と言っても過言ではない。考え方の相違によるものを一つ一つ取り消し
をやっていたら、議会は何のためにあるのかということになる。こういう暴挙は許すべきで
はない。

（賛成討論）
●日本政府は防衛費と発言しており、これまでの国会答弁の中でも軍事費という答弁をしてい
ないことから、水俣市議会として認めるわけにはいかない。間違った意見を議会としてその
まま通すということは、市民への議会に対する信頼がなくなる恐れがあり、当然削除すべき
である。

●そもそも日本政府に軍事費は存在せず、防衛費である。増税についても、新聞やメディア等
では防衛費のことを指している。このような誤った表現を水俣市議会から出すわけにはいか
ない。

議案 審議結果

賛 否 の 分 か れ た 議 案
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（12月定例会）
専決処分の報告及び承認２件、条例の制定４件、
補正予算２件、その他の議決事件１件、請願２件

●議第81号　令和４年度水俣市一般会計補正予算
第９号について

質疑―価格高騰緊急支援給付金事業と議第82号の
非課税世帯等価格高騰緊急支援金との違い
や関係性は

答弁―価格高騰緊急支援給付金事業は国の事業で
あり、非課税世帯を含む低所得者世帯であ
る約4,800世帯に対して５万円を支給する。
非課税世帯等価格高騰緊急支援金は、福祉
課所管であり、市独自の事業として別途非
課税世帯等に支給する。

●議第84号　水俣市移動等円滑化のために必要な
市道の構造に関する基準を定める条例の制定に
ついて

質疑―条例の概要と、市がすぐに対応すべきこと
はあるか

答弁―いわゆるバリアフリー法の改正で、市の条
例も改正することとなり、高齢者や身体障
がい者が、バス停留所周辺を安全に使える
よう十分なスペースを設けること等がある。
ただし、道路を新しく整備する際に適用さ
れるものであり、既存の道路の整備を求め
られるものではない。

●議第99号　令和４年度水俣市一般会計補正予算
第13号中付託分について

質疑―生活支援に係るマイナンバーカード取得促
進給付金事業の具体的な取組は

答弁―マイナンバーカードを保有し、公金受取口
座を登録した市民に対して、一人当たり
５千円を給付する。既に公金受取口座を登
録済の市民も対象とし、３月末までにマイ
ナンバーカードを申請した市民に対して、
登録した公金受取口座に現金を振り込む。
給付金を受け取るための申請は不要であり、
プッシュ型給付での利便性向上が図られる。

意見―従来、書類手続きであったものが、プッ
シュ型で給付を受けられるようになる可能
性があるものをリストアップする等、利便
性向上と市民が理解しやすい広報をお願い
したい。

●請第２号　「消費税率５％以下への引き下げを
求める意見書」を政府に送付を求める請願につ
いて

　討論が行われ、採決の結果、賛成少数で不採択
とすべきものと決定した。

（12月定例会）
専決処分の報告及び承認２件、補正予算２件、
陳情１件（継続）

●議第82号　令和４年度水俣市一般会計補正予算
第10号中付託分について

質疑―新型コロナウイルスワクチンの接種率の推
移は

答弁―12月９日時点で１回目が89.3％、２回目が
88.9％、３回目が76.8％、４回目が58.4％で
あり、現在５回目の接種を勧めているとこ
ろである。

質疑―学童クラブに対する新型コロナウイルス感
染症対策補助金の内容は

答弁―マスクや消毒液、空気清浄機などの備品や
消耗品の購入費、感染予防に関する職員の
負担増に係る経費に対しての補助であり、
児童60人以上が50万円、20人から59人まで
が40万円、19人以下が30万円の補助額と
なっている。

●議第99号　令和４年度水俣市一般会計補正予算
第13号中付託分について

質疑―出産・子育て応援交付金（出産）の給付方
法は

答弁―国からの通知は、クーポンやサービス利用
券での支給が可能で、現金での交付につい
ても妨げないとされている。本市として現
時点では、現金での交付を考えている。

質疑―出産・子育て応援交付金（子育て）につい
て、既に出産している対象者への交付方法
は

答弁―アンケートを記入いただき、今年４月まで
遡及して交付する。

質疑―送迎用バス安全対策事業の具体的な内容は
答弁―現時点での国からの通知によると、運転手

が車内後方まで確認する行動を誘発させる
ために、車内後方のスイッチを操作後にバ
スの扉を閉めることができるシステムを設
置する予定である。

●陳第３号　ゆたかな学びの実現・教職員定数改

善をはかるための、2023年度政府予算に係る意
見書採択の要請の陳情について

　討論が行われ、採決の結果、賛成少数で不採択
とすべきものと決定した。

＊各常任委員会で交わされた主な質疑の内容です。

厚生文教 総務産業 正）小路・田中・渕上・真野
副）田口・平岡・木戸・岩阪

正）桑原・牧下・杉迫・岩村
副）松本・高岡・藤本・谷口



No.94

7

◎視察メンバー
　小路委員長、田口副委員長、平岡、渕上、木戸、田中、岩阪、真野

◎視察内容
１　10月17日（月）　兵庫県養父市
　〇　国家戦略特区（中山間農業改革特区）について

　　・経営のノウハウを有する企業等の農業参入による多様な農業の担い手の確保及び養父市独自の施策を推進するた
め、特区制度を活用し中山間地域の価値を創造する取組である。

　　・農業生産法人の要件緩和により、10の特例農業法人が設立。従前が未作付地・耕作放棄地であった農地約26ヘク
タールが再生。経年による荒廃で、元の農地に戻すための復田コストに換算すれば約9,000万円の改善ができた。

　〇　ワーケーションの推進について

　　・令和３年８月に養父市版ワーケーション推進事業実証プロジェクトとして、「市内事業者」と「ワーケーション参
加者」が市内事業者の課題解決に共創する取組である。

　　・市内の７事業者から10の案件が提案され、醬油カスの再利用による「醤油カスのふりかけ」の商品化実現。現在
は、米ぬかを使用した新商材開発が進行中である。

２　10月18日（火）　兵庫県豊岡市
　〇　コロナ前後の観光政策について

　　・市内宿泊者数は年平均100万人程度で推移していたが、コロナ発生を境に65万人程度へ激減し、特に城崎温泉地区
の落ち込みが著しい状況となった。

　　・訪日外国人の入込客は1.5万人／ 2014年度から6.3万人／ 2019年度と着実に成果を上げてきたが、コロナの影響で
2021年度は478人と激減した。

　　・旅行業界など外部からの積極的な人材登用、ネット検索画面のディスプレイ広告に投資することで意図的に
"kinosaki onsen" をヒットさせる等、多様な戦略を推進している。

　　・市内宿泊施設とのデータ連携等により、観光入込客の予測や収益を最大化するための価格推移の可視化、宿泊業
者が価格やプランの調整を柔軟に対応できるシステムを構築し、宿泊及び飲食業者を支援している。

◎視察メンバー
　桑原委員長、松本副委員長、牧下、杉迫、高岡、藤本、岩村、谷口

◎視察内容
１　11月17日（木）　岡山県浅口市
　○　天文のまち　あさくち観光・教育推進事業について

　　・浅口市の地域再生計画として、令和２年３月31日に「おいでよ！はまるよ！天文のまちあさくちＰＲ計画」が国の認
定を受けており、少子高齢化や人口減少に歯止めのかからない状況を打破するために「天文のまち」としての資源・
イメージを活用し活性化事業を実施している。

　　・教育の推進については、天文観望会や実験・工作教室、講演会など実施している。また、国立天文台や京都大学と連
携し、天文学一般の教育普及事業を開催している。

２　11月17日（木）　岡山県高梁市
　○　高梁市図書館について

　　・魅力を創造し発信するとともに、市民の福祉及び生活文化の向上に資するため、高梁市複合施設を建設。１階は
市民の生活路線網の拠点であるバスセンターを整備し、テナントも誘致している。２階はスターバックスコー
ヒー・蔦屋書店・４階まで図書館である。

　　・高梁市は人口約27,000人であるが、吉備国際大学のキャンパスや高等学校等が４校あり学生が多く、備中高梁駅
の利用が１日約2,000人である。図書館利用も13,948人（H28年度）から55,797人（H29年度）に増加している。

３　11月18日（金）　岡山県総社市
　○　教育特区について

　　・対象地区の幼・小・中が連携し、一貫性のある特別な英語教育を提供する事で、豊かなコミュニケーション能力
と国際的な視野を身に付けた人材を育成する事が目的である。

　　・学区外から教育特区へ転入ができ、令和４年５月１日現在102人が転入している。
　　　予算については、令和４年度一般会計では教育費全般で33億1,933万円（全体の10.9％）で教育特区の予算は約

4,600万円（教育費の1.4％）である。
　　・オーストラリアの学校との姉妹交流事業は、夏休みに中学生が約10日間のホームステイ体験や姉妹校であるメル

トンセカンダリースクールの生徒が来日（隔年）し交流する。
　　　各学校での活動は、英語での朝の会・帰りの会、ALTによる発音講座や給食メニューの紹介、GTEC受験等各学

校で工夫している。

厚生文教常任委員会視察報告

総務産業常任委員会視察報告
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令和３年度 特別会計・企業会計決算審査報告
特別会計、企業会計の全事業について、全員異議なく認定及び可決すべきものと決定しました。
なお、各事業における質疑は次のとおりです。

（万円）

水道事業 公共下水道事業 病院事業 国民健康保険事業 後期高齢者医療事業 介護保険事業

収益的収入 ４７，３２８ ８９，２６２ ８２６，１０５ 歳入 ５０１，７３９ ４２，４４３ ４０４，２５１

収益的支出 ３３，２７０ ８７，８８８ ７１７，７９５ 歳出 ４９２，７２９ ４２，４００ ３７２，１５３

差引 １４，０５８ １，３７４ １０８，３１０ 差引 ９０，０１０ ４３ ３２，０９８

当年度純利益
（消費税等調整後損益） １０，０００ １７０ １０５，０２６ 歳入歳出差引額については、全額翌年度に繰り越し。

資本的収入 ３３，０９８ ４３，０６２ ３８，８１１

資本的支出 ６０，５９７ ７２，３４１ ９５，８８８

差引 ▲２７，４９９ ▲２９，２７９ ▲５７，０７７

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年度分消費税及び地
方消費税資本的収支調整額、減債積立金、過年度分損益勘定留保資金等で
補てん。

特
別
会
計

企
業
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業

質
疑　

国
庫
補
助
金
が
前
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よ
り

減
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な
っ
て
い
る
理
由
は

答
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金
の
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に
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達
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交
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が
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さ
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る
が
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は
年
度
末
頃
や
決
算

整
理
時
に
判
明
す
る
。
そ
の
た
め
前

倒
し
す
る
工
事
の
工
期
が
確
保
で
き

な
い
た
め
、
次
年
度
の
工
事
を
前
倒

し
て
の
実
施
は
で
き
な
い
。

質
疑　

年
間
総
配
水
量
と
有
収
水
量

に
つ
い
て
、
建
設
改
良
を
行
っ
て
管

路
を
耐
震
化
し
て
い
る
割
に
は
有
収

率
が
１
・
08
％
も
落
ち
て
い
る
の
は

な
ぜ
か

答
弁　

調
査
・
修
繕
を
行
っ
て
い
る

が
、
耐
用
年
数
を
過
ぎ
て
い
る
水
道

管
等
が
多
く
あ
り
、
漏
水
が
増
え
て

い
る
。
本
市
の
有
収
率
は
84
・
28
％

で
あ
り
、
類
似
団
体
平
均
の
81
・

27
％
を
上
回
っ
て
は
い
る
が
、
大
事

な
水
を
で
き
る
だ
け
無
駄
に
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
対
策
を
計
画
し
て
い

る
。

公
共
下
水
道
事
業

　

質
疑
な
し

病
院
事
業

質
疑　

医
療
機
器
の
新
規
購
入
等
は
、

予
定
ど
お
り
に
更
新
で
き
た
の
か

答
弁　

各
部
署
で
立
案
し
た
計
画
を

集
約
し
、
予
算
編
成
時
に
病
院
全
体

で
何
を
更
新
し
て
い
く
か
を
決
定
し

て
い
る
。
令
和
３
年
度
に
計
画
し
て

い
た
医
療
機
器
に
つ
い
て
は
、
補
助

金
を
活
用
し
て
購
入
で
き
て
い
る
。

質
疑　

建
設
改
良
積
立
金
に
係
る
建

設
計
画
に
つ
い
て
、
時
期
等
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

答
弁　

稼
働
後
40
年
経
つ
と
、
病
院

施
設
機
能
と
し
て
は
古
い
建
物
に
な

る
た
め
積
立
て
を
行
っ
て
い
る
。
現

時
点
で
時
期
に
つ
い
て
は
正
確
に
答

え
ら
れ
な
い
が
、
今
後
も
情
報
を
集

め
な
が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
。
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質
疑　

み
な
く
る
バ
ス
に
つ

い
て
、
75
歳
以
上
の
無
償
化

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
が
、

身
分
証
の
提
示
は
必
要
か

答
弁　

75
才
以
上
、
障
が
い

者
の
方
に
、
よ
り
多
く
便
利

に
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

趣
旨
な
の
で
、
他
に
方
法
が

な
い
か
十
分
検
討
し
た
い
。

質
疑　

土
石
流
の
危
険
地
域
、

い
わ
ゆ
る
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に

住
ん
で
い
る
方
の
固
定
資
産

税
は
、
緩
和
さ
れ
て
い
る
か

答
弁　

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
指

定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
は
、

評
価
に
お
い
て
減
額
補
正
し

て
い
る
。

質
疑　

災
害
等
に
備
え
る
備

品
等
に
つ
い
て
、
避
難
所
へ

の
配
付
状
況
は

答
弁　

体
育
館
や
も
や
い
館

の
大
き
な
施
設
に
は
配
付
し

て
い
る
。
あ
と
は
市
が
一
括

で
保
管
し
て
お
り
、
要
望
等

が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
配
付
で
き

る
。

質
疑　

就
労
移
行
支
援
が
延

べ
13
人
と
あ
る
が
、
本
市
に

就
労
支
援
施
設
は
あ
る
の
か

答
弁　

本
市
に
就
労
支
援
施

設
は
な
い
。
熊
本
の
事
業
所

と
リ
モ
ー
ト
等
で
、
１
人
の

方
が
延
べ
13
回
行
っ
た
。

質
疑　

大
腸
が
ん
検
査
の
検

査
キ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
職
場

で
検
診
を
受
け
る
と
不
要
に

な
る
と
思
う
が
、
希
望
者
に

配
付
す
る
仕
組
み
に
で
き
な

い
か

答
弁　

無
料
ク
ー
ポ
ン
と
同

時
に
送
る
も
の
は
、
不
要
に

な
る
こ
と
も
あ
る
。
検
討
の

上
、
方
法
等
を
考
え
た
い
。

質
疑　

道
の
駅
管
理
運
営
事

業
に
つ
い
て
、
女
性
用
ト
イ

レ
が
で
き
た
ば
か
り
だ
が
、

水
こ
ぼ
れ
な
ど
で
床
が
汚
く

見
え
る
の
で
、
も
っ
た
い
な

い
と
感
じ
て
い
る
。
ト
イ
レ

の
清
掃
委
託
も
含
ま
れ
て
い

る
の
か

答
弁　

清
掃
分
も
含
ま
れ
る
。

床
面
の
仕
上
げ
等
の
課
題
も

あ
る
の
で
、
見
直
し
て
い
き

た
い
。

質
疑　

稚
鮎
放
流
事
業
委
託

料
に
つ
い
て
、
ど
の
く
ら
い

の
効
果
が
あ
る
の
か

答
弁　

水
俣
川
漁
業
協
同
組

合
に
委
託
し
て
お
り
、
水
産

資
源
の
保
護
、
河
川
環
境
の

維
持
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

質
疑　

現
在
も
稚
魚
の
養
殖

を
行
っ
て
い
る
の
か

答
弁　

中
間
育
成
を
し
て
放

流
し
て
い
る
。

質
疑　
（
仮
称
）
袋
イ
ン
タ
ー

の
用
地
に
つ
い
て
、
地
権
者

と
の
話
は
済
ん
で
い
る
の
か

答
弁　

買
収
が
終
わ
っ
て
な

い
用
地
が
４
筆
あ
る
。

質
疑　

小
中
学
校
で
使
用
し

て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
バ
ッ

テ
リ
ー
交
換
費
用
な
ど
に
つ

い
て
、
国
・
県
の
補
助
は
あ

る
の
か

答
弁　

全
国
の
自
治
体
の
問

題
と
な
る
た
め
、
要
望
等
を

し
て
い
き
た
い
。

委員長：岩阪雅文　副委員長：桑原一知

委　員：松本和幸　谷口明弘　藤本寿子　杉迫一樹　平岡朱

　委員会は、10月24日から26日までの日程で開催しました。各担当部・課から説明を受け、
詳細にわたって質疑、審査を行いました。その結果、全員意義なく認定すべきものと決定しました。

質
疑
の
主
な
も
の

【歳入】211億3,414万円

市税市税
億 , 万円万円
. ％

その他その他
億 , 万円万円
. ％

市債市債
億 , 万円万円
. ％

県支出金県支出金
億 , 万円万円
. ％ 国庫支出金国庫支出金

億 , 万円万円
. ％

地方交付税地方交付税
億 , 万円万円
. ％

【歳出】199億7,468万円

義務的経費義務的経費
億 , 万円万円
. ％

その他の経費その他の経費
億 , 万円万円
. ％

投資的経費投資的経費
億 , 万円万円
. ％

義務的経費
億 , 万円
. ％

その他の経費
億 , 万円
. ％

投資的経費
億 , 万円
. ％

市税
億 , 万円
. ％

その他
億 , 万円
. ％

市債
億 , 万円
. ％

県支出金
億 , 万円
. ％ 国庫支出金

億 , 万円
. ％

地方交付税
億 , 万円
. ％
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あなたのあなたの声声
　　　　　 を市政に　　　　　 を市政に

各議員の写真の下の二次元
コードをスマートフォンな
どで読み取ると、その議員
の一般質問の動画をご覧い
ただけます。
※視聴の際のデータ通信料は
利用者の負担となります。

紙面から動画
にリンク

●小路　貴紀

　１．第６次水俣市総合計画について
　２．国家資格等を必要とする任用の状況について
　３．学校施設の老朽化対策について

●岩村　龍男

　１．環境にやさしい再生可能エネルギーとまちづ
くりについて

　２．中学校部活動の地域移行について
　３．市内の道路整備について

●杉迫　一樹

　１．市立総合医療センターの障がい者雇用状況に
ついて

　２．みなくるバスのバス停の安全な利用環境につ
いて

　３．リ・グラスロードの整備・管理状況について

●渕上　茂樹

　１．有害鳥獣の捕獲後の処理について
　２．水俣市都市計画マスタープラン作成について
　３．緩和ケアについて
　４．学校給食費の無償化と公会計化について
　５．公有財産の管理について
　６．市立蘇峰記念館について

●平岡　朱

　１．子どもの権利を守る取組について
　２．学校給食費の無償化について
　３．インボイス制度について

●高岡　朱美

　１．高齢者に配慮した避難誘導、避難所運営につ
いて

　２．就学に必要な経費の支援強化について
　３．介護職員に対するインフルエンザ予防接種費

用補助について
　４．学校給食におけるCO2削減の取組について

●藤本　寿子

　１．水俣市の安心安全な農産物の地産地消につい
て

　２．水俣市に建設予定の大型風力発電について
　３．水俣市の小児の新型コロナウイルスワクチン

接種状況について
　４．水俣市の野良猫の対策について
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第
６
次
水
俣
市
総
合

計
画
に
つ
い
て

国
家
資
格
等
を
必
要
と
す
る

任
用
の
状
況
に
つ
い
て

学
校
施
設
の
老
朽
化

対
策
に
つ
い
て

問　

第
１
期
基
本
計
画
の

総
括
は

答　

約
１
７
０
の
事
業
を

検
証
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を

除
く
と
７
割
が
基
準
値
を

上
回
っ
て
お
り
、
一
定
の

進
捗
が
確
認
で
き
た
。

問　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
の
分
析
は

答　

環
境
分
野
は
全
て
の

施
策
で
満
足
が
不
満
足
を

上
回
っ
て
い
る
一
方
で
、

産
業
・
経
済
及
び
行
政
経

営
分
野
で
不
満
が
多
く
、

課
題
の
大
き
い
分
野
と
考

え
ら
れ
る
。

問　

地
場
企
業
を
元
気
に

す
る
取
組
も
必
要
で
は

答　

事
業
継
続
や
拡
大
を

後
押
し
す
る
新
た
な
施
策

を
検
討
し
、
地
域
経
済
の

活
力
創
出
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

問　

子
ど
も
た
ち
が
堂
々

と
水
俣
出
身
と
言
え
る
よ

う
、
ま
た
魚
の
安
全
性
や

美
味
し
さ
を
発
信
す
る
取

組
も
水
俣
病
教
訓
発
信
の

在
り
方
で
は
な
い
か

答　

子
ど
も
た
ち
が
郷
土

愛
と
誇
り
を
持
て
る
よ
う

に
す
る
こ
と
や
、
魚
の
安

全
性
等
を
発
信
し
て
い
く

こ
と
も
重
要
な
取
組
の
一

つ
で
あ
る
。

問　

国
家
資
格
等
を
義
務

付
け
て
任
用
し
て
い
る
者

は
何
人
い
る
か

答　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

を
除
く
、
保
健
師
、
看
護

師
、
管
理
栄
養
士
、
保
育

小中学校プール老朽化への突破策として
市総合体育館プールを有効活用する検討を

士
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、
子
ど
も
家

庭
相
談
員
等
、
計
26
人
が

在
籍
し
て
い
る
。

問　

任
用
者
の
正
規
及
び

非
正
規
の
雇
用
形
態
は

答　

正
規
が
12
人
、
会
計

年
度
任
用
職
員
と
い
わ
れ

る
非
正
規
が
14
人
と
な
っ

て
い
る
。

問　

非
正
規
の
処
遇
改
善

や
Ｕ
タ
ー
ン
採
用
に
よ
っ

て
国
家
資
格
保
有
者
の
定

着
を
高
め
、
や
り
が
い
を

持
っ
て
従
事
し
て
も
ら
う

こ
と
も
必
要
で
は

答　

優
秀
な
人
材
の
採
用

や
定
着
が
図
ら
れ
る
募
集

や
処
遇
の
在
り
方
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　

小
中
学
校
の
校
舎
等

に
関
し
て
今
後
の
施
設
整

備
計
画
は

答　

令
和
２
年
度
策
定
の

水
俣
市
学
校
施
設
等
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
計
画

小路　貴紀  議員

（真志会）

し
て
い
る
。

問　

今
後
の
施
設
整
備
計

画
に
伴
う
費
用
は

答　

水
俣
市
中
期
財
政
計

画
に
お
い
て
、
令
和
４
年

度
か
ら
８
年
度
ま
で
の
期

間
に
３
億
６
５
７
８
万
２

千
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

各
小
中
学
校
プ
ー
ル

の
築
年
数
は

答　

全
て
設
置
後
30
年
を

経
過
し
て
お
り
、
一
番
古

い
の
が
第
一
小
及
び
第
二

小
で
設
置
後
59
年
が
経
過

し
て
い
る
。

問　

プ
ー
ル
の
老
朽
化
対

策
に
要
す
る
費
用
は

答　

年
間
約
１
７
０
万
円

の
修
繕
料
が
発
生
、
プ
ー

ル
全
体
の
塗
装
工
事
と
な

れ
ば
１
校
あ
た
り
６
０
０

か
ら
７
０
０
万
円
が
発
生

す
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

新
庁
舎
建
設
に
伴
い

第
一
小
の
プ
ー
ル
新
設
を

積
算
し
た
際
の
費
用
は

答　

当
時
は
約
６
千
万
円

だ
っ
た
が
、
昨
今
の
物
価

上
昇
等
の
影
響
で
さ
ら
に

増
加
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。

問　

今
後
の
老
朽
化
対
策

を
見
据
え
、
総
合
体
育
館

プ
ー
ル
を
有
効
に
活
用
す

べ
き
で
は

答　

今
年
度
、
プ
ー
ル
老

朽
化
が
著
し
い
湯
出
小
が

総
合
体
育
館
プ
ー
ル
で
水

泳
授
業
を
行
っ
た
際
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導

や
学
校
プ
ー
ル
で
は
で
き

な
い
経
験
が
で
き
、
非
常

に
有
意
義
で
あ
っ
た
と
の

報
告
を
受
け
て
い
る
。
今

後
は
各
小
中
学
校
の
ニ
ー

ズ
把
握
等
を
基
に
検
討
し

た
い
。

問　

総
合
体
育
館
プ
ー
ル

を
活
用
す
る
場
合
の
メ

リ
ッ
ト
は

答　

維
持
管
理
費
の
削
減
、

プ
ー
ル
管
理
不
要
に
よ
る

教
職
員
の
働
き
方
改
革
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指

導
が
受
け
ら
れ
る
。
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環
境
に
や
さ
し
い
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

中
学
校
部
活
動
の
地

域
移
行
に
つ
い
て

市
内
の
道
路
整
備
に

つ
い
て

問　

水
俣
市
で
、
取
り
組

ま
れ
て
い
る
「
水
俣
水
素

研
究
会
」
を
基
盤
に
、「
グ

リ
ー
ン
水
素
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
考

え
は
な
い
か

答　

研
究
会
を
令
和
４
年

６
月
に
設
置
し
た
。
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
に
お

け
る
事
例
を
研
究
し
、
製

造
業
、
建
設
業
、
運
輸
業

へ
の
活
用
の
実
現
可
能

性
、
普
及
可
能
性
を
調
査

研
究
し
て
い
る
段
階
で
あ

る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
関
係
者
と
も
、
協
議

し
な
が
ら
実
現
可
能
性
を

見
極
め
て
い
き
た
い
。

問　

グ
リ
ー
ン
水
素
を
利

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
次
年
度
庁
内
に

専
門
的
な
企
画
部
門
の
設

置
や
官
民
で
の
連
携
会
議

等
の
企
画
は
で
き
な
い
か

答　

庁
内
の
企
画
部
門
に

つ
い
て
は
、
研
究
段
階
で

あ
る
た
め
、
引
き
続
き

「
水
俣
水
素
研
究
会
」
に

お
い
て
研
究
を
進
め
る
。

民
間
企
業
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
、
セ
ミ
ナ
ー
や
勉

強
会
、
意
見
交
換
会
の
よ

う
な
形
か
ら
始
め
た
い
。

環境にやさしい「グリーン水素」
エネルギーを利活用した
新たなまちづくりの推進を

問　

今
回
の
中
学
校
部
活

動
の
地
域
移
行
の
背
景
に

あ
る
も
の
は

答　

少
子
化
の
進
展
に
伴

う
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り

チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い

て
編
成
が
で
き
な
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
既
存
の
部

活
動
の
維
持
が
困
難
で
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

事
が
で
き
な
い
状
況
。
ま

た
、
未
経
験
種
目
の
指
導

や
休
日
も
含
め
た
指
導
及

び
大
会
へ
の
引
率
、
運
営

へ
の
参
画
な
ど
教
員
へ
の

業
務
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

問　

本
市
に
お
け
る
、
中

学
校
の
部
活
動
の
現
状
と

課
題
は

答　

今
年
度
の
中
学
校
４

校
の
運
動
部
及
び
文
化

部
の
部
活
動
数
は
31
部

活
、
５
７
３
人
。
チ
ー
ム

ス
ポ
ー
ツ
の
軟
式
野
球
、

サ
ッ
カ
ー
、
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
つ
い
て

は
複
数
の
中
学
校
に
よ
る

合
同
チ
ー
ム
で
活
動
。
今

後
の
生
徒
数
の
減
少
に
伴

い
各
中
学
校
単
独
で
の

チ
ー
ム
編
成
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、

部
活
動
の
存
続
が
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。

問　

様
々
な
問
題
が
あ
る

と
思
う
が
、「
中
学
校
部

活
動
地
域
移
行
」
は
、
次

年
度
か
ら
、
令
和
７
年
度

に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
体

制
で
推
進
し
て
い
く
の
か

答　

今
回
の
移
行
は
、
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
引
き

続
き
活
動
を
行
う
場
を
確

保
で
き
る
よ
う
、
学
校
・

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
団

体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
行
政
等

移
行
に
伴
う
関
係
者
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
協
議
会
等

の
設
置
を
行
い
ス
ム
ー
ズ

な
移
行
を
推
進
す
る
。

問　

県
道
・
水
俣
港
大
黒

町
線
改
良
工
事
の
完
成
予

定
は
い
つ
ご
ろ
か

岩村　龍男  議員

（自由民主党　自民会派）

答　

平
成
29
年
度
に
着
手

さ
れ
、
現
在
最
終
年
度
の

工
事
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

令
和
５
年
３
月
頃
に
は
完

成
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

問　

市
道
梅
戸
・
明
神
町

線
及
び
汐
見
町
１
号
線
の

整
備
の
状
況
は

答　

令
和
３
年
10
月
に
地

元
で
あ
る
４
区
と
21
区
の

自
治
会
及
び
市
議
会
議
員

の
連
名
で
当
該
区
間
の
道

路
整
備
の
要
望
書
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
沿
線
住
民

の
強
い
要
望
を
受
け
て
い

る
の
で
、
早
期
に
道
路
整

備
が
実
現
で
き
る
よ
う

国
・
県
に
対
し
て
財
政
支

援
等
を
求
め
て
い
く
。

※
グ
リ
ー
ン
水
素

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
い
、
水
を
電
気
分
解

し
て
製
造
す
る
水
素
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問　

令
和
元
年
度
か
ら
令

和
３
年
度
ま
で
３
年
間
の

障
が
い
者
の
職
種
を
含
む

採
用
実
績
・
離
職
理
由
と

離
職
状
況
、
及
び
雇
用
率

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
今
年
度
の
状
況
は
ど

う
か

答　
令
和
元
年
度
は
事
務

職
１
人
、
離
職
な
し
、
雇
用

率
は
０
・
45
％
で
不
足
数
９

人
。
令
和
２
年
度
は
労
務
職

１
人
、
離
職
な
し
、
雇
用
率

は
０
・
89
％
で
不
足
数
７
人
、

令
和
３
年
度
は
事
務
職
１

人
、
定
年
退
職
１
人
、
高
齢

に
よ
る
退
職
１
人
、
雇
用
率

は
１
・
35
％
で
不
足
数
５
人
。

今
年
度
は
採
用
な
し
、
事
務

職
１
人
が
体
調
不
良
に
よ
り

退
職
、
雇
用
率
は
１
・
37
％

で
、
不
足
数
は
５
人
で
あ
る
。

問　

熊
本
労
働
局
か
ら
法

定
雇
用
率
未
達
成
に
よ
る

適
正
実
施
勧
告
と
し
て
、

医
療
セ
ン
タ
ー
及
び
管
理

者
の
名
前
が
公
表
さ
れ
た

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か

答　

当
然
、
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
る
法
定
雇
用
率

は
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
あ
り
、
計
画

に
基
づ
き
障
が
い
者
の
雇

用
に
も
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

雇
用
率
を
上
げ
る
た

め
の
方
策
は
あ
る
か
。
ま

た
、
今
後
の
雇
用
率
達
成

の
見
込
み
は
あ
る
か

答　

全
職
員
へ
の
障
が
い

者
の
把
握
、
新
規
採
用
職

員
及
び
会
計
年
度
任
用
職

員
に
お
い
て
、
障
が
い
者

枠
を
新
設
す
る
こ
と
と
し

た
の
で
、
改
善
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
は

障がい者雇用率達成に向けた
方策を

医
療
セ
ン
タ
ー
の
障
が
い

者
用
求
人
票
が
な
い
。
今

後
、
障
が
い
者
用
の
求
人

票
を
出
し
た
方
が
良
い
が

ど
う
か

答　

今
後
、
障
が
い
者
か

ら
探
し
や
す
い
募
集
方
法

に
変
え
て
い
き
た
い
。

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

の
障
が
い
者
雇
用
状
況
に

つ
い
て

み
な
く
る
バ
ス
の
バ
ス

停
の
安
全
な
利
用
環
境

に
つ
い
て

リ
・
グ
ラ
ス
ロ
ー
ド
の
整

備
・
管
理
状
況
に
つ
い
て

問　

ベ
ン
チ
の
設
置
が
な

い
停
留
所
は
何
か
所
あ
る

か答　

み
な
く
る
バ
ス
の
停

留
所
２
０
５
か
所
の
う
ち
、

１
４
２
か
所
に
ベ
ン
チ
の

設
置
が
な
い
。

問　

な
ぜ
文
化
会
館
前
の

よ
う
な
、
道
路
上
に
昇
降

さ
せ
て
い
る
停
留
所
を
放

置
し
て
き
た
の
か

答　

運
行
主
体
の
産
交
バ

ス
に
よ
る
と
、
道
路
の
路

側
帯
で
昇
降
せ
ざ
る
を
得

ず
、
そ
れ
を
解
消
さ
せ
る

に
は
停
留
所
を
廃
止
す
る

し
か
な
い
た
め
、
利
用
者

の
安
全
性
と
利
便
性
を
考

慮
し
維
持
し
て
い
る
。

問　

市
内
事
業
者
と
水
俣

高
校
と
の
コ
ラ
ボ
で
の
、

ベ
ン
チ
制
作
の
依
頼
・
設

置
は
考
え
ら
れ
な
い
か

答　

そ
れ
ぞ
れ
都
合
が
あ

る
の
で
、
本
市
か
ら
の
依

頼
は
困
難
で
あ
る
。

問　

文
化
会
館
前
の
バ
ス

停
に
つ
い
て
、
安
全
に
昇

降
で
き
る
よ
う
な
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
や
、
停
留
所
整

備
は
で
き
な
い
の
か

答　
県
が
管
理
し
て
い
る

道
路
で
あ
り
、
利
用
が
少
な

い
停
留
所
へ
の
拡
幅
工
事

は
困
難
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

 杉迫　一樹  議員

（無限21）

問　

リ
グ
ラ
ス
ロ
ー
ド
の

整
備
に
至
っ
た
経
緯
、
整

備
費
用
は
い
く
ら
で
、
整

備
か
ら
何
年
経
過
し
て
い

る
か

答　

平
成
８
年
に
複
数
の

商
店
会
か
ら
市
道
浜
町
・

月
浦
線
の
再
整
備
の
陳
情

が
あ
り
、
ガ
ラ
ス
カ
レ
ッ

ト
を
採
用
し
た
工
事
を
実

施
し
た
。
整
備
費
用
は
約

３
億
５
０
０
０
万
円
で
、

20
年
が
経
過
し
て
い
る
。

問　

環
境
モ
デ
ル
都
市
の

事
業
と
し
て
再
整
備
を
計

画
し
た
場
合
の
補
助
金
等

は
あ
る
か

答　

補
助
金
制
度
の
メ

ニ
ュ
ー
は
な
い
。

問　

市
民
の
安
全
と
景
観

の
た
め
、
段
階
的
な
補
修

が
で
き
な
い
か

答　

優
先
箇
所
か
ら
予
算

の
範
囲
内
で
少
し
ず
つ
実

施
し
て
い
き
た
い
。
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有
害
鳥
獣
の
捕
獲
後

の
処
理
に
つ
い
て

緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て

問　

近
年
の
捕
獲
数
は

答　

近
年
は
猪
３
５
０
頭

前
後
、
鹿
は
前
年
の
倍
の

７
２
９
頭
捕
獲
し
て
い
る
。

問　

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
焼
却
は
可
能
か

答　

屠
体
は
、
炉
に
入
る

前
２
回
の
破
砕
時
に
発
生

す
る
血
液
等
液
体
の
飛
散

や
腐
敗
物
臭
気
に
よ
り
衛

生
面
の
確
保
が
で
き
ず
、

動
物
死
骸
は
断
っ
て
い
る
。

問　

減
容
化
施
設
を
市
ま

た
は
、
広
域
で
設
置
で
き

な
い
か

答　

情
報
収
集
を
行
い
、

振
興
局
及
び
１
市
２
町
の

会
議
で
様
々
な
処
理
方
法

に
つ
い
て
可
能
性
を
探
る
。

問　

（
仮
称
）
袋
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
供
用
開

始
時
期
と
関
連
整
備
は

答　

供
用
開
始
は
未
定
だ

が
、
取
付
け
道
路
は
都
市

計
画
手
続
き
と
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
反
映
さ
せ
る
。

問　

大
黒
江
南
線
等
の
都

市
計
画
道
路
は
総
合
計
画

に
盛
り
込
め
な
い
か

答　

引
き
続
き
、
整
備
に

つ
い
て
県
に
要
望
す
る
。

袋
イ
ン
タ
ー
線
な
ど
に
つ

い
て
は
、
総
合
計
画
の
実

施
計
画
な
ど
に
盛
り
込
む

こ
と
が
で
き
な
い
か
協
議

し
て
い
く
。

有害鳥獣の処理施設（減容化施設）
設置検討を

問　

在
宅
緩
和
ケ
ア
を
受

け
ら
れ
る
市
内
の
施
設
は

答　

岡
部
病
院
、
水
俣
協

立
病
院
、
ま
な
べ
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
み
や
ざ
き
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
協

立
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ニ
チ
イ
等
が
あ
る
。

問　

緩
和
ケ
ア
病
棟
の
設

置
は

答　
ニ
ー
ズ
の
調
査
も
必

要
で
あ
る
が
、
開
設
で
き
る

病
棟
や
看
護
師
、
医
師
の
確

保
等
の
問
題
が
あ
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
困
難
で
あ
る
。

水
俣
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
作
成
に
つ
い
て

公
有
財
産
の
管
理
に
つ
い
て

市
立
蘇
峰
記
念
館
に
つ
い
て

学
校
給
食
費
の
無
償
化
と

公
会
計
化
に
つ
い
て

問　

給
食
費
を
無
償
化
し

た
場
合
の
市
の
負
担
額
は

答　

約
８
２
０
０
万
円
必

要
で
あ
る
。

問　

学
校
給
食
費
は
過
疎

債
ソ
フ
ト
事
業
の
対
象
か

答　

対
象
と
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。

渕上　茂樹  議員

（市政創造クラブ）

問　

学
校
給
食
費
の
無
償

化
に
関
す
る
全
国
、
県
下

で
の
取
組
状
況
は

答　

平
成
29
年
度
調
査
で

は
全
国
76
自
治
体
、
現
在

は
２
０
０
を
超
え
る
。
県

内
で
は
、
水
上
村
、
山
江

村
、
荒
尾
市
が
実
施
、
令

和
６
年
度
ま
で
に
宇
城
市

が
予
定
し
て
い
る
。

問　

第
２
子
以
上
の
無
償

化
は
で
き
な
い
か

答　

約
２
１
０
０
万
円
必

要
。
財
源
確
保
を
含
め
、

今
後
の
在
り
方
を
考
え
る
。

問　
耐
震
強
度
に
問
題
が

あ
る
、
旧
水
天
荘
、
旧
第
三

中
学
校
の
保
管
管
理
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か

答　

資
産
価
値
が
あ
る
物

は
保
管
し
て
い
な
い
。

問　

市
有
林
の
伐
採
適
齢

期
を
迎
え
た
立
木
の
時
価

相
当
額
は

答　

約
18
億
円
で
、
維
持

管
理
費
を
除
く
と
約
２
億

６
千
万
円
と
な
る
。

問　

市
道
の
中
の
未
登
記

土
地
問
題
は

答　

未
登
記
土
地
は
、
約

２
千
筆
以
上
あ
る
。
寄
附

等
に
よ
り
取
得
し
た
土
地

と
考
え
る
。

問　

耐
震
は
満
た
さ
れ
て

い
る
か

答　
耐
震
性
は
分
か
ら
な
い
。

問　

国
指
定
登
録
有
形
文

化
財
の
建
物
の
か
さ
上
げ

は
で
き
な
い
の
か

答　

国
へ
の
届
出
が
認
め

ら
れ
れ
ば
可
能
で
あ
る
。

問　

蘇
峰
記
念
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
開
設
は

答　

現
在
考
え
て
な
い
。

問　
公
益
財
団
法
人
蘇
峰
会

を
中
心
と
し
た
記
念
館
と
連

携
し
展
示
会
な
ど
の
開
催
は

答　

機
会
が
あ
れ
ば
、
記

念
館
と
の
連
携
事
業
を
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
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平岡　朱  議員

（日本共産党）

子
ど
も
の
権
利
を
守
る

取
組
に
つ
い
て

学
校
給
食
費
の
無
償
化

に
つ
い
て

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
つ
い
て

問　

権
利
の
主
体
で
あ
る

児
童
・
生
徒
が
「
子
ど
も

の
権
利
条
約
」
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
冊
子
等
を
、

市
内
の
小
中
学
生
に
配
布

し
て
は
ど
う
か

答　

小
学
６
年
・
中
学
校

の
教
科
書
に
記
載
が
あ
る

た
め
冊
子
等
の
配
布
は
考

え
て
い
な
い
。

問　

「
子
ど
も
の
権
利
条

約
」
を
知
る
た
め
、
大
人

向
け
に
も
学
習
会
や
啓
発

活
動
を
行
っ
て
は
ど
う
か

答　

今
後
設
置
予
定
の
子

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
中

で
取
組
を
具
体
化
し
た
い
。

問　

水
俣
市
で
も
「
子
ど

も
の
権
利
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
て
は
ど
う

か答　

現
在
、
条
例
の
制
定

は
予
定
し
て
い
な
い
。
子

ど
も
の
権
利
擁
護
に
つ
い

て
は
、
今
後
設
置
予
定
の

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

賃
金
は
上
が
ら
ず
、

物
価
の
高
騰
は
相
次
ぎ
、

家
計
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
。
水
俣
市
独
自
で
の

給
食
費
無
償
化
の
取
組
を

進
め
て
は
ど
う
か

答　

ど
の
よ
う
に
財
源
確

保
が
で
き
る
か
考
え
て
い

く
。

問　

憲
法
第
26
条
は
「
義

務
教
育
は
無
償
と
す
る
」

と
定
め
て
い
る
。
本
来
、

給
食
費
は
国
の
責
任
で
無

償
に
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

国
に
対
し
無
償
化
を
求
め

て
は
ど
う
か

答　

現
段
階
で
は
、
国
に

学校給食費の無償化実現を

対
し
無
償
化
を
求
め
る
考

え
は
な
い
。

問　

仮
に
、
在
籍
児
童
・

生
徒
の
第
３
子
以
降
を
対

象
に
無
償
化
を
し
た
場

合
必
要
と
な
る
財
源
は

４
０
０
万
円
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
完
全
無
償
化
の

財
源
確
保
が
難
し
い
の
で

あ
れ
ば
、
せ
め
て
多
子
世

帯
へ
の
支
援
と
し
て
、
第

３
子
以
降
の
子
ど
も
の
給

食
費
無
償
化
を
実
現
し
て

は
ど
う
か

答　

子
育
て
世
帯
の
負
担

軽
減
に
は
、
こ
の
他
に
も

様
々
な
方
法
が
考
え
ら
れ

る
た
め
、
財
源
確
保
を
含

め
今
後
の
在
り
方
を
考
え

て
い
く
。

問　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

導
入
に
よ
り
、
自
治
体
へ

の
影
響
は
あ
る
か

答　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

売
買
を
行
う
事
業
者
の
立

場
と
し
て
の
本
市
は
、
民

間
の
事
業
者
と
同
様
に
税

務
署
に
登
録
を
行
う
こ
と

で
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
消
費

税
の
支
払
い
に
関
し
て
は
、

一
般
会
計
及
び
国
民
健
康

保
険
事
業
等
の
免
税
事
業

者
で
あ
る
特
別
会
計
に
お

い
て
は
、
元
々
消
費
税
の

申
告
義
務
が
な
い
の
で
影

響
は
な
い
。
上
下
水
道
事

業
等
の
課
税
事
業
者
で
あ

る
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、

仕
入
税
額
控
除
の
適
用
を

受
け
る
際
に
イ
ン
ボ
イ
ス

の
保
存
等
の
対
応
を
行
う

こ
と
が
必
要
に
な
る
。

問　

年
間
の
売
上
高
１
千

万
円
以
下
の
免
税
事
業
者

は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行

す
る
た
め
に
は
課
税
事
業

者
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
消
費
税
の
納
税
義
務

が
発
生
す
る
。
中
小
零
細

企
業
や
個
人
事
業
主
に
負

担
を
強
い
る
制
度
で
あ
る
。

一
部
の
自
治
体
で
は
免
税

事
業
者
に
対
し
イ
ン
ボ
イ

ス
の
登
録
を
促
す
動
き
も

あ
る
と
聞
く
が
、
本
市
と

取
引
の
あ
る
免
税
事
業
者

に
も
影
響
が
あ
る
か

答　

総
務
省
か
ら
の
通
知

に
「
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事

業
者
で
な
い
者
を
競
争
入

札
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と

と
、
資
格
を
定
め
る
こ
と

は
適
当
で
な
い
」
等
と
あ

る
。
通
知
の
趣
旨
を
踏
ま

え
適
切
に
対
応
し
た
い
。
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高
齢
者
に
配
慮
し
た

避
難
誘
導
・
避
難
所

運
営
に
つ
い
て

問　

台
風
14
号
の
際
、
避

難
所
で
２
泊
さ
れ
た
高
齢

者
に
食
事
の
提
供
、
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
案
内
を

す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の

か
。
ま
た
毛
布
の
貸
出
し

は
で
き
な
い
の
か

答　

予
測
可
能
な
災
害
の

場
合
、
食
事
の
提
供
は
し

な
い
。
ま
た
避
難
所
に
は

個
人
で
準
備
で
き
な
い
も

の
を
優
先
配
備
す
る
。
毛

布
は
持
参
し
て
も
ら
い
た

い
。
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は

必
要
に
応
じ
て
貸
し
出
す
。

問　

避
難
所
設
営
を
市
職

員
だ
け
に
任
せ
ず
、
地
域

防
災
組
織
と
協
力
し
て
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組
立
て

な
ど
す
べ
き
で
は

答　

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の

組
立
て
の
訓
練
や
研
修
に

参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

自
主
防
災
組
織
に
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。

物価高騰で支出増
就学援助金の対象を拡大し、
ボーダーライン層の支援を

就
学
に
必
要
な
経
費
の

支
援
強
化
に
つ
い
て

介
護
職
員
に
対
す
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
補
助
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
お
け
る

CO2

削
減
の
取
組
に
つ
い
て

問　

本
市
の
就
学
援
助
金

支
給
対
象
者
の
基
準
は

答　

生
活
保
護
基
準
の

１
・
３
倍
程
度
の
収
入
の

家
庭
を
対
象
と
し
て
い
る
。

問　

中
学
１
年
生
と
小
学

１
年
生
の
支
給
額
は

答　

中
学
１
年
は
14
万

２
０
０
円
、
小
学
１
年
は

11
万
４
５
７
０
円
で
あ
る
。

問　

生
活
保
護
基
準
の

高岡　朱美  議員

（日本共産党）

１
・
３
倍
と
１
・
５
倍
で
は

収
入
差
は
ど
れ
く
ら
い
か

答　

親
２
人
子
２
人
の
モ

デ
ル
で
年
間
50
万
円
く
ら

い
の
差
額
に
な
る
。

問　

就
学
援
助
金
の
対
象

か
ら
ぎ
り
ぎ
り
は
ず
れ
る

世
帯
は
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
を
対
象
と
し
た
給
付

金
事
業
に
も
該
当
し
て
い

な
い
。
ト
ー
タ
ル
の
年
収

が
就
学
援
助
金
の
対
象
に

な
っ
て
い
る
世
帯
の
ほ
う

が
上
回
る
と
い
う
ケ
ー
ス

も
出
て
く
る
と
思
う
。
全

国
的
に
は
１
・
４
倍
か
ら

１
・
５
倍
以
上
に
し
て
い

る
自
治
体
が
１
７
２
あ
る
。

本
市
で
も
で
き
な
い
か

答　

県
内
に
例
が
な
く
、

非
対
象
世
帯
と
の
均
衡
を

と
る
必
要
も
あ
り
、
考
え

て
い
な
い
。

問　
水
俣
で
働
く
介
護
職

員
の
人
数
は
ど
れ
く
ら
い
か

答　

１
２
０
０
人
く
ら
い

で
あ
る
。

問　

介
護
職
員
に
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
と
同
等
に

予
防
接
種
費
用
を
助
成
で

き
な
い
か

答　

財
源
の
問
題
、
優
先

性
を
考
慮
し
、
で
き
な
い
。

問　

介
護
現
場
は
人
手
不

足
が
深
刻
で
、
報
酬
も
低

い
。
ま
た
、
重
症
化
し

や
す
い
高
齢
者
へ
の
感

染
を
防
ぐ
た
め
接
種
の

優
先
性
は
あ
る
と
思
う
。

１
２
０
０
人
の
う
ち
４
分

の
１
が
既
に
助
成
対
象
に

な
っ
て
い
る
65
歳
以
上
と

考
え
れ
ば
、
新
た
に
必
要

な
財
源
は
３
２
４
万
円
程

度
で
あ
り
、
助
成
可
能
で

は
な
い
か

答　

継
続
的
に
財
源
を
確

保
す
る
の
は
難
し
い
。

問　

学
校
給
食
用
の
牛
乳

パ
ッ
ク
の
処
分
方
法
は

答　

焼
却
し
て
い
る

問　

県
内
の
ほ
と
ん
ど
の

学
校
が
焼
却
処
分
し
て
い

る
。
本
市
も
含
め
リ
サ
イ

ク
ル
に
必
要
な
パ
ッ
ク
を

洗
っ
て
乾
か
す
作
業
が
現

場
の
負
担
と
な
り
、
取
り

組
め
て
い
な
い
の
が
原
因

だ
。
納
入
業
者
の
球
磨
酪

農
は
平
成
29
年
ま
で
瓶
で

供
給
し
て
お
り
、
設
備
の

老
朽
化
を
理
由
に
紙
パ
ッ

ク
に
な
っ
た
。
広
域
自
治

体
で
製
造
元
を
支
援
し
、

瓶
製
造
ラ
イ
ン
を
再
整
備

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。
市
長
が
音
頭
を
と
っ

て
協
議
す
る
場
を
持
っ
て

は
ど
う
か

答 

球
磨
酪
農
に
コ
ス
ト

等
を
聞
い
た
限
り
で
は
難

し
い
。
協
議
の
場
を
設
け

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
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問　

学
校
給
食
で
使
用
し

て
い
る
農
産
物
の
う
ち
、

地
元
産
の
も
の
、
有
機
栽

培
、
減
農
薬
の
も
の
は
ど

れ
く
ら
い
あ
る
の
か

答　

「
減
農
薬
」
農
産
物

の
表
現
は
、
現
在
表
示
禁

止
事
項
と
な
っ
て
い
る
た

め
「
特
別
栽
培
農
産
物
」

と
表
現
す
る
。
令
和
３

年
度
の
購
入
分
は
、
メ

ニ
ュ
ー
の
重
量
ベ
ー
ス
で
、

約
47
％
が
水
俣
芦
北
産
で

あ
る
。
食
材
は
特
に
指
定

し
て
お
ら
ず
、「
有
機
農

産
物
」「
特
別
栽
培
農
産

物
」
が
ど
れ
く
ら
い
か
は

確
認
で
き
な
い
。

問　

本
市
に
有
機
栽
培
推

進
室
を
置
け
な
い
か

答　

環
境
保
全
型
農
業
直

接
支
払
交
付
金
事
業
等
の

担
当
職
員
を
農
林
水
産
課

に
配
置
し
て
い
る
の
で
、

新
た
な
部
署
の
設
置
は
考

え
て
い
な
い
。

問　
「
水
俣
市
地
産
地
消

推
進
条
例
」
を
作
れ
な
い
か

答　

「
く
ま
も
と
地
産
地

消
推
進
県
民
条
例
」
の
中

に
、
県
・
市
町
村
・
生
産

者
・
事
業
者
・
県
民
の
役

割
や
食
育
と
の
連
携
な
ど

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

今こそ安心安全な農産物の
地産地消を推進しよう

水
俣
市
の
安
心
安
全

な
農
産
物
の
地
産
地

消
に
つ
い
て

水
俣
市
の
小
児
へ
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
状
況
に
つ
い
て

問　

２
０
０
３
年
の
豪
雨

災
害
の
時
は
、
市
内
各
地

で
ど
れ
く
ら
い
の
表
層
崩

壊
が
あ
っ
た
の
か

答　

林
業
被
害
に
お
け
る

水
俣
市
に
建
設
予
定
の

大
型
風
力
発
電
に
つ
い
て

水
俣
市
の
野
良
猫
の

対
策
に
つ
い
て

山
地
崩
壊
は
、
81
か
所
と

記
録
が
残
っ
て
い
る
。

問　

安
山
岩
溶
岩
の
上
の

保
安
林
を
伐
採
し
、
風
力

発
電
を
つ
く
る
計
画
だ
が
、

土
砂
災
害
や
水
質
へ
の
影

響
は
な
い
と
思
う
か

答　

山
地
の
地
形
、
降
雨

量
と
地
下
水
へ
の
影
響
な

ど
の
複
合
的
要
因
が
考
え

ら
れ
、
総
合
的
に
判
断
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

問　

風
力
発
電
に
よ
る
低

周
波
被
害
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か

答　

睡
眠
障
害
等
の
人
の

健
康
へ
の
影
響
等
を
懸
念

さ
れ
る
声
も
あ
る
が
、
環

境
省
に
よ
る
と
、
超
低
周

波
音
・
低
周
波
音
と
健
康

影
響
に
つ
い
て
の
知
見
は

確
認
で
き
な
か
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。

問　

す
ぐ
で
き
る
こ
と
と

し
て
、
建
設
予
定
地
の
土

壌
、
過
去
の
土
砂
災
害
の

後
な
ど
を
直
接
見
に
行
く

機
会
を
も
っ
て
ほ
し
い
が

い
か
が
か

答　

市
内
の
風
力
発
電
事

業
実
施
予
定
区
域
に
は
、

昨
年
５
月
に
行
き
、
概
ね

把
握
し
た
。

藤本　寿子  議員

（無限21）

問　

現
在
の
接
種
状
況
は

ど
の
よ
う
で
あ
る
か

答　

５
歳
か
ら
11
歳
ま
で

の
小
児
の
２
回
目
ま
で
の

接
種
は
、
30
・
４
％
。
３

回
目
接
種
は
、
４
・
６
％

で
あ
る
。

問　

小
児
接
種
で
間
違
い

接
種
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、

ど
う
い
う
概
要
で
、
ま
た

ど
う
対
処
し
た
の
か

答　
本
来
希
釈
し
て
接
種

す
べ
き
も
の
を
希
釈
せ
ず

に
接
種
し
た
も
の
。
医
療

機
関
か
ら
の
間
違
い
接
種

の
報
告
を
受
け
、
直
ち
に

被
接
種
者
の
健
康
状
態
を

確
認
、
保
護
者
を
訪
問
し
、

説
明
と
謝
罪
を
行
っ
た
。
水

俣
保
健
所
に
報
告
し
、
当

該
医
療
機
関
、
水
俣
市
芦

北
郡
医
師
会
等
に
文
書
で

注
意
喚
起
を
行
っ
た
。

問　

野
良
猫
に
つ
い
て
の

苦
情
、
相
談
は
あ
る
か

答　

令
和
３
年
度
は
９
件
。

令
和
４
年
度
は
11
月
ま
で

で
６
件
。
野
良
猫
に
無
秩

序
に
餌
を
与
え
る
人
に
対

し
て
の
苦
情
が
多
い
。

問　

県
か
ら
助
成
の
あ
る

地
域
猫
活
動
は
、
地
域
で

居
場
所
を
作
り
、
餌
も
排

泄
も
そ
の
周
辺
で
行
わ
せ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

県
か
ら
避
妊
へ
の
補
助
金

も
出
て
い
る
。
地
域
に
モ

デ
ル
地
区
を
作
れ
な
い
か

答　

モ
デ
ル
地
区
の
設
定

で
は
な
く
、
ま
ず
は
、
猫

の
飼
養
の
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
、
啓
発
を
進
め
る
。
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
末
の
降
雪
か
ら
一
転
し
て
、

年
明
け
の
三
が
日
は
穏
や
か
な
天
気

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
に

と
っ
て
飛
躍
の
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
３
年
ぶ
り

に
行
動
制
限
の
な
い
年
末
年
始
は
、

遠
方
の
ご
家
族
や
ご
友
人
と
顔
合
わ

せ
が
叶
っ
た
喜
ば
し
い
機
会
に
な
っ

た
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
引
き

続
き
の
感
染
予
防
と
自
由
な
行
動
の

両
立
に
よ
っ
て
経
済
活
動
の
好
循
環

に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

す
。

　

本
年
４
月
は
統
一
地
方
選
、
市
議

会
も
改
選
と
な
り
ま
す
が
、
市
議
会

は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、
市
民
の

皆
様
か
ら
の
信
頼
と
負
託
に
応
え
る

真
摯
か
つ
真
剣
な
議
論
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
委
員
（
委
員
は
50
音
順
）

　
　

委
員
長　

小
路　

貴
紀

　
　

副
委
員
長　

松
本　

和
幸

　
　

委　
　

員　

岩
阪　

雅
文

　
　
　

〃　
　
　

桑
原　

一
知

　
　
　

〃　
　
　

杉
迫　

一
樹

　
　
　

〃　
　
　

平
岡　

朱

　
　
　

〃　
　
　

牧
下　

恭
之

事
務
局
職
員　

藤
澤　

亜
未　

11月10日　議会運営委員会
　　16日　厚生文教委員会行政視察（岡山県）（～

18日）
　　24日　議会運営委員会
12月１日　議会運営委員会
　　　　　令和４年第６回水俣市議会定例会開会
　　13日　一般質問
　　14日　一般質問
　　15日　議会運営委員会
　　　　　一般質問
　　　　　全員協議会
　　16日　各常任委員会
　　20日　水俣芦北広域行政事務組合議会定例会
　　　　　議会運営委員会
　　22日　議会運営委員会
　　　　　令和４年第６回水俣市議会定例会閉会
　　27日　議会だより編集委員会
１月12日　議会だより編集委員会
　　13日　各派代表者会議
　　17日　議会だより編集委員会
　　19日　議会だより編集委員会
　　　　　議会タブレット研修会
　　23日　県知事要望活動

議 会 の 主 な 動 き議 会 の 主 な 動 き
（令和４年11月１日～令和５年１月31日）

　　24日　議会運営委員会行政視察（福岡県）（～
25日）

　　30日　庁舎建替等対策特別委員会

11月４日　〇熊本県天草市議会
　　　　　　環境モデル都市におけるごみの高度

分別等の取組について
11月９日　〇北海道七飯町議会
　　　　　　環境モデル都市の取組について（ゼ

ロカーボンの取組）
11月22日　〇兵庫県丹波篠山市議会
　　　　　　環境モデル都市、ゼロウェイスト宣

言について
１月18日　〇熊本県玉名市議会
　　　　　　環境モデル都市の取組について
　　　　　　昨今の水俣市におけるゴミを取り巻

く問題（家庭・事業所）について
１月31日　〇兵庫県南あわじ市議会
　　　　　　環境モデル都市づくり宣言について
　　　　　　みなくるバス無償化について

（令和４年11月１日から令和５年１月31日）

他市町村からの視察

市議会ホームページから議会の動画や会議録をご覧いただけます！ 水俣市  議会 検索

《会派構成の変更》
●令和５年１月１日付けで会派の見直しが行われました。

会　派　名 会派代表者名 所　　属　　議　　員

真志会 真野　頼隆 木戸　理江 桑原　一知
小路　貴紀

自由民主党自民会派 松本　和幸 岩村　龍男 田口　憲雄
無限21 田中　　睦 藤本　寿子 杉迫　一樹
日本共産党 高岡　朱美 平岡　　朱
市政創造クラブ 岩阪　雅文 渕上　茂樹
公明党 牧下　恭之

日本維新の会 谷口　明弘
谷口明弘議員（旧：真志会）が新会派「日本維新の会」の設立を届出。
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